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教育目標 

豊かな心を持ち 主体的に学び合い たくましく生きる子の育成 

 

７月も中旬を迎え、いよいよ夏休みが目の前となりました。今年は昨年ほどの厳しい暑さではないもの

の、じわじわと夏本番を迎えているように感じます。しかし、気象庁からは沖縄地方を除き、まだ梅雨明けの

発表がされていません。つまり、これだけ暑い日が続いていても、日本の多くの地域ではまだ梅雨の最中と

いうことになります。ここ数日の天候を見ていると、まもなく梅雨が明け、本格的な猛暑がやってくることが予

想されます。暑さ対策や体調管理をしっかり行い、元気に夏を乗り切りたいものです。 

さて、先日やっとアブラゼミの抜け殻を見つけました。例年であれば６月

下旬頃からセミの鳴き声が聞こえ始めますが、今年は夕方に少し聞こえる

程度で、日中にはほとんど聞こえていないように感じます。 

私は、セミは夏になれば当たり前のように羽化し、元気に鳴き始めるもの

だと思っていました。しかし調べてみると、そう単純なものではないようです。

梅雨の状況や気温によって羽化の時期がずれることがあり、さらにセミは長

期間を地中で過ごすため、数年前の気温や周囲の環境も影響すると言わ

れています。近年は３５℃を超える猛暑日が増え、羽化が遅れたり、暑さのた

めに日中はあまり鳴かなかったりすることもあるそうです。 

このように、私たちが当たり前だと思っているセミの生態でさえ、少し条件が変わるだけでさまざまな変

化が起こります。長い夏休みの間には、「当たり前」と思っていることについて改めて疑問をもち、調べてみ

てはいかがでしょうか。きっと新しい発見や意外な気付きがあるはずです。暑さが厳しく、外で活動すること

が難しい日もありますが、その分、じっくり考えたり調べたりする時間に充てるのもよいと思います。 

これから４１日間の夏休みに入ります。しっかりと計画を立て、普段の学校生活ではなかなかできない経

験をしたり、自分の興味や関心のあることに没頭したりして、充実した時間を過ごしてほしいと思います。そ

して、８月の終わりに、ひと回り成長した皆さんと元気に会えることを楽しみにしています。 

★★お知らせ★★ 

タブレットを使った家庭学習が始まります。 
各学年からのお知らせにもあるように、８月２１日の登校日から８月２６

日まで、夏休みの宿題の一環としてタブレットを持ち帰ります。授業で活

用している学習支援ソフト「ミライシード」の問題に取り組む予定です。 

今年度は試験導入の段階であるため、短期間での実施となります。来年度からの本格運用に向けて、

学習効果や活用上の課題を確認しながら進めていきたいと考えています。タブレットを活用した学習は、正

しい使い方をすることでより高い効果が期待できます。一方で、情報モラルや使用時間についても十分な

配慮が必要です。ご家庭におかれましても、本校のスマートルールをもとに、SNS やインターネットの利用

方法について親子で話し合い、家庭での約束を確認していただければと思います。 

学校と家庭が連携しながら、安全で効果的な ICT 活用を進めてまいります。ご理解とご協力をよろしく

お願いいたします。 



 

 

 

６月２３日（火）に福井市連合音楽会が開かれました。６年生は今まで練習してきた成果を出し切って素

晴らしい歌声を響かせてくれました。これまでの練習では、歌詞の意味をみんなで考えたり、自分たちの行

動に置き換えて考えたりしながら自分たちの思いを込めた合唱に仕上げてきました。 

いよいよ出番となったとき、子ども達は少々緊張した面持ちでステージに上がりましたが、歌が始まった

瞬間に、会場は静まり美しい歌声が響き渡りました。参加した他校の校長先生から「心に残る合唱でした」

と素晴らしい評価をいただきました。 

 

 

 

今年も、水泳指導の一環として各学年で着衣泳の体験をしました。１・３・５年生は、担任が指導をしまし

た。２・４・６年生は、中消防署の署員に来ていただき指導を受けました。着衣泳は泳ぐことを目的としている

のではなく、服を着たら動きにくいのでとにかく体を浮かせることを目的としています。危ないところに近づ

かないように心がけ身の安全を守れる力をつけてほしいですね、 

 

 

 

５・６年生は、市教育委員会指導主事を招いて、情報モラル教室を開きました。多くの児童が早い時期か

らスマホやパソコンに触れる機会が増えています。とても便利になった事も増えましたが、そこに潜む問題や

犯罪に巻き込まれる可能性もこれまで以上に増えています。 

SNS のやりとりの場面を見て、みんなで何が問題か考える場面もあり、子ども達はしっかりと意見を伝え

ていました。一人になった時も正しく判断できる力をつけていってほしいものです。 

 


